
資料－６

港湾空港関係の評価項目調書





空港事業の事後評価項目調書 

 事業名（箇所名） 美保飛行場滑走路延長事業 

 実 施 箇 所 鳥取県米子市および境港市 

 該 当 基 準 事業完了後、一定期間（5年以内）が経過した事業 

 主な事業の諸元 滑走路を２,０００ｍから２,５００ｍへ延長を行う。 

 事 業 期 間  事業採択  平成1３年度  完了  平成21年度 

 総事業費 (億円 ) 採択時 1１５  完了時 ８３ 

目 的 ・ 必 要 性 

羽田発着枠の制限の下、将来旅客需要の増大に対応するべく、機材の大型化（B777)によ
る効率的な旅客輸送、冬期積雪時における欠航を抑制することを目的に滑走路の延長を行っ
た。 

費用対効果分析の算 
定基礎となった要因 
の変化 

本評価の対象需要 

採択時 ５５．０万人/年（平成２５年度）→事業完了時 ５４．４万人/年（平成２５年度） 

 事 業 全 体 の

 投 資 効 率 性

 基準年度  平成26年度 

 B：総便益(億円) １４６  Ｃ：総費用(億円) １０６  全体Ｂ／Ｃ    １.４ 

 B－Ｃ ４０  ＥＩＲＲ(%) 6.1 

事業の効果の発現状 
況 

本事業の実施により、羽田便は、背後圏の観光が好調であること等を背景に、今後も旅客
需要の増大し、大型機材の就航が見込まれる。国際チャーター便は、大型機材が就航して
おり、今後も利用が見込まれる。積雪時における必要な制動距離が確保されたことにより、
欠航が抑制され冬期の安定運航が確保された。 

事業実施による環境 
の環境の変化 

特になし。 

社会経済情勢の変化  美保飛行場には、平成26年11月末現在、国内線３路線(羽田5便/日・那覇1便/日・神戸
2便/日)、国際線１路線(ソウル3便/週)が就航している。旅客数は、東日本大震災があった
平成２３年度は、全国的に観光の自粛ムードがあり、４３万人（羽田便４０万人）であっ
たが、空港背後圏において「出雲大社の平成大遷宮」や妖怪をテーマとした「水木しげる
ロード」などの観光が好調であり、旅客数が著しく増加し、平成２５年度は、６４万人（羽
田便５４万人）となった。また、羽田便の年間搭乗率は、７３．３％となっており、近傍
の出雲空港の羽田便も７７．４％と高い搭乗率であった。 

今後の事後評価の必 
要性 

東京（羽田）路線の需要は、順調に増加しており、大型機材の就航が見込まれます。 ま
た、積雪時における欠航も抑制されていることや大型機による国際チャーター便の就航も
実現していることから、今後の事後評価の必要はありません。 

改 善 措 置 の 必 要 性 滑走路延長により、大型機材の導入が可能となっており、現状でも混雑度の高い多客期を
中心に大型機材の運用を行うことで航空旅客需要に応えることが可能です。また、予測し
た航空旅客需要を確実なものにするため、今後も地元自治体で取り組まれている観光振興
等のソフトの施策を進めていることから、今後の改善措置の必要はありません。 

同種事業の計画・調 
査のあり方や事業評 
価手法の見直しの必 
要性 

現行の事業評価手法は本事業を適切に評価していると考えており、現時点での見直しの必
要性はありません。 

対 応 方 針 （ 原 案 ） 対応なし。 

対 応 方 針 理 由 十分な事業の投資効果があると判断されたため。 

 そ の 他 
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中
国
地
方
整
備
局
管
内
5
県
に
は
、
供
用
中
の
空
港
(飛

行
場
含
む
）
が
1
0
空

港
あ
り
、
国
が
管
理
す
る
空
港
は
3
空
港
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
美
保
飛
行
場
、
岩

国
飛
行
場
は
、
各
々
、
航
空
自
衛
隊
、
在
日
米
軍
と
の
共
用
飛
行
場
で
あ
る
。

美
保
飛
行
場
は
、
風
光
明
媚
な
白
砂
青
松
が
連
な
る
弓
ヶ
浜
半
島
に
位
置
し
、

東
に
日
本
海
（
美
保
湾
）
、
西
に
日
本
有
数
の
汽
水
湖
で
あ
る
中
海
を
望
む
境
港

市
と
米
子
市
の
市
境
に
設
置
さ
れ
た
空
港
で
あ
る
。

平
成
8
年
度
に
は
、
中
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
材
（
B
7
6
7
等
）
に
対
応
す
る
た
め
、
中
海
側

に
滑
走
路
を
延
長
し
た
こ
と
に
よ
り
、
滑
走
路
延
長
は
2
,0
0
0
m
と
な
っ
た
。
平
成
1
5

年
7
月
か
ら
は
、
羽
田
便
が
1
便
増
便
の
5
便
/
日
と
な
り
、
羽
田
便
の
旅
客
数
は

平
成
1
8
年
度
は
4
0
万
人
を
超
え
た
。

今
後
、
更
な
る
航
空
旅
客
需
要
の
増
大
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
大
型
機
材
の
運

航
に
よ
る
効
率
的
な
航
空
輸
送
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
積
雪
時
の
着
陸
に
お
け

る
必
要
滑
走
路
長
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
欠
航
防
止
に
よ
り
、
運
航
の
確
実

性
を
向
上
し
、
旅
客
に
対
し
て
の
安
心
、
安
全
を
担
保
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
2
,5
0
0
m
へ
の
滑
走
路
延
長
事
業
を
平
成
1
3

年
度
よ
り
事
業
着
手
し
、
平
成
2
1
年
1
2
月
に
大
型
機
材
（
B
7
7
7
等
)に

対
応
可
能

な
滑

走
路

の
供

用
を
開

始
し
た
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０
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行
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０
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接
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０
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返
還
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衛
隊
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０
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京
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航
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和
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年
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衛
隊
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と
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間
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の
共
用
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行
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に
指
定
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１
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０
０
ｍ
滑
走
路
供
用
開
始
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成
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年
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０
ｍ
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路
供
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開
始

（
中
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側

へ
延

伸
５
０
０
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）

平
成
１
３
年
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月
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際
定
期
路
線

ソ
ウ
ル
便
開
設

平
成
１
８
年
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月

滑
走
路
２
,５
０
０
ｍ
化

工
事
着
手

平
成
２
０
年
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月

J
R
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替
「
米
子
空
港
駅
」
開
設

平
成
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（
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側
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延
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５
０
０
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）
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築
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成
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２
２
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月
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２
２
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２
．
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

Sk
ym
ar
k⽻
⽥
便

(H
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.3
.2
9再

開
予
定
)

Sk
ym
ar
k那
覇
便
/神
⼾
便

AN
A⽻

⽥
便

ア
シ
ア
ナ
航
空

ソ
ウ
ル
便

那
覇

神
⼾

⽻
⽥

美
保

ソ
ウ
ル 資
料
：
平
成
26
年
11
⽉
末
現
在

A
32
0・
A
32
1

B
73
7

B
73
7 B
73
7B
76
7

B
73
7・
A
32
0

美
保

飛
行

場
に
は

、
平

成
2
6
年

1
1
月

末
現

在
、
国

内
線

３
路

線
(羽

田
5
便

/
日

・
那

覇
1
便

/
日

・
神

戸
2
便

/
日

)、
国

際
線

１
路

線

(ソ
ウ
ル
3
便
/
週
)が

就
航
し
て
い
る
。

旅
客

数
は

、
東

日
本

大
震

災
が

あ
っ
た
平

成
２
３
年

度
は

、
全

国
的

に
観

光
の

自
粛

ム
ー
ド
が

あ
り
、
４
３
万

人
（
羽

田
便

４
０
万

人
）
で
あ
っ
た
が

、
空

港
背

後
圏

に
お
い
て
「
出

雲
大

社
の

平
成

大
遷

宮
」
や

妖
怪

を
テ
ー
マ
と
し
た
「
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
な
ど
の

観
光

が
好

調
で
あ
り
、
旅

客
数

が
著

し
く
増

加
し
、
平

成
２
５
年

度
は

、
６
４
万

人
（
羽

田
便

５
４
万

人
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、
羽

田
便

の
年

間
搭

乗
率

は
、
７
３
．
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
近

傍
の

出
雲

空
港

の
羽

田
便

も
７
７
．
４
％

と
高

い
搭

乗
率

で
あ
っ
た
。
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３
．
事
業
の
概
要


事

業
目

的
（
滑

走
路

延
長

2
,0
0
0
m
→

2
,5
0
0
m
)

①
大

型
機

材
が

就
航

で
き
る
こ
と
に
よ
る
効

率
的

な
航

空
輸

送
の

実
現

②
積

雪
時

の
着

陸
に
お
け
る
必

要
滑

走
路

長
が

確
保

さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
欠

航
の

抑
制


総

事
業

費
：
８
３
億
円


事

業
期

間
：
平

成
１
３
年

度
～

平
成

２
１
年

度
（
平

成
２
１
年

１
２
月

：
供

用
開

始
）


効

果
計

測
①

将
来

的
な
航

空
旅

客
需

要
の

増
加

し
た
場

合
で
も
、
大

型
機

材
(B
7
7
7
等

)の
運

航
に
よ
り
提

供
可

能
な
座

席
数

が
増

え
る
た
め
、
従

来
、
航

空
券

が
入

手
で
き
な
か

っ
た
旅

客
は

、
鉄

道
等

の
代

替
交

通
機

関
を
利

用
し
な
く
て
も
移

動
可
能
と
な
る
。
（
以

下
、
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
ﾌ
ﾛ
ｰ
便

益
と
呼
ぶ
）

②
航

空
機

内
の

積
載

重
量

の
増

加
に
応

じ
て
着

陸
時

に
必

要
と
す
る
制

動
距

離
が

伸
び
る
。
従

来
、
積

雪
の

影
響

に
よ
り
中

型
機

材
(B
7
6
7
-
3
0
0
)が

欠
航

し
て
い
た
場

合
で
も
、
制

動
距

離
が

確
保

さ
れ

、
着

陸
が

可
能

と
な
る
。

（
以

下
、
重
量
規
制
緩
和
に
よ
る
便
益

と
呼

ぶ
。
）

整
備
後

整
備
前
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４
．
費
用
対
効
果
分
析
の
算
定
基
礎
と
な
っ
た
要
因
の
変
化

前
回
評
価

（
H
1２

事
業

採
択

時
）

今
回

評
価

（
H
26

事
後

評
価

）

計
画
延
長

２
，
５
０
０
ｍ

２
，
５
０
０
ｍ

便
益

（
B
）

１
６
４
億
円

１
４
６
億
円

費
用

（
C
）

８
８
億
円

１
０
６
億
円

費
用
便
益
比

（
B
／
C
）

B
/C
=１

．
９

B
/C
=１

．
４

純
現
在
価
値

（
N
P
V
=B
-C
)

７
５
億
円

４
０
億
円

費
用

対
効

果
分

析

事
業
採
択
時
と
事
後
評
価
時
の
比
較

※
便
益
(B
)及

び
費
用
(C
)は

割
引
後
の
値
を
表
示
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５
．
費
用
対
効
果
分
析
の
手
順

利
用

者
便

益
の

計
測

・
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
便

益

・
重
量
規
制
緩
和
に
よ
る
便
益

建
設

費
等

（
費

用
）
の

計
測

・
建

設
費

・
改

良
・
再

投
資

費

需
要

予
測

の
実

施

残
存

価
値

の
計

測

供
給

者
便

益
の

計
測

・
着

陸
料

等
収

入

・
航

空
機

燃
料

税
等

収
入

・
（
－

）
維

持
補

修
費

維
持

補
修

費
の

計
測

（
供

給
者

便
益

の
計

測
に
て

マ
イ
ナ
ス
計
上
）

評
価

指
標

の
算

定
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00
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実
績
G
DP

事
後
評
価
：
予
測
G
DP

（1
0 億

円
/ 年

）


予

測
手

法
は

、
交

通
需

要
予

測
で
一

般
的

に
用

い
ら
れ

て
い
る
四

段
階

推
計

法
を
使

用
し
て
い
る
。


日

本
全

体
の

全
て
の

交
通

機
関

の
旅

客
需

要
（
総

旅
客

需
要

）
は

、
G
D
P
・
人

口
を
基

に
予

測
。


日

本
の

総
人

口
は

、
国

立
社

会
保

障
･人

口
問

題
研

究
所

資
料

に
よ
り
、
平

成
2
2
年

を
ピ
ー
ク
に
人

口
減

少
が

予
測

さ
れ

、
平

成
7
2
年

ま
で
に
2
/
3
に
、
平

成
1
2
2
年

ま
で
に
1
/
3
に
な
る
と
予

想
さ
れ

て
い
る
。


将

来
G
D
P
は

、
平

成
2
2
年

度
の

中
間

と
り
ま
と
め

※
の

方
法

に
よ
り
設

定
し
、
直

近
1
0
年

間
（
平

成
1
5
～

2
5
年

度
）
に
お
け
る
実

績
の

実
質

G
D
P
の

変
化

量
を
用

い
た
。

※
国
土
交
通
省
内
に
設
置
の
「
将
来
交
通
需
要
推
計
手
法
検
討
会
議
」
を
踏
ま
え
た
、
「
将
来
交
通
需
要
予
測
推
計
の
改
善
に
つ
い
て
【
中
間
と
り
ま
と
め
】
平
成
2
2年

８
月
１
９
日
」

６
．
需

要
予

測

将
来

旅
客

需
要

の
設

定

日
本

の
総

人
口

：
将

来
推

計
G
D
P
予
測

値

資
料

：
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

資
料
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
羽
田
便
は
、
羽
田
空
港
の
発
着
枠
制
限
下
で
は
、
将
来
の
航
空
旅
客
数
の
増
大
に
対
応
す
る
増
便
が
期
待
で
き
な
い
た

め
、
機
材
の
大
型
化
で
対
応
す
る
し
か
な
い
。

【
w
it
h
：
滑

走
路

2
,5
0
0
m
】

2
,5
0
0
m
滑
走
路
で
は
大
型
機
材
の
就
航
が
可
能
で
あ
り
、
提
供
座
席
数
が
増
加
す
る
た
め
、
便
数
制
限
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
搭
乗
で
き
な
い
旅
客
（
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
旅
客
）
は
生
じ
な
い
。

【
w
it
h
o
u
t：
滑

走
路

2
,0
0
0
m
】

航
空
機
の
大
型
化
を
検
討
す
る
と
さ
れ
る
搭
乗
率
を
上
回
る
と
搭
乗
で
き
な
い
旅
客
が
増
え
る
た
め
、
航
空
会

社
は

機
材

の
大

型
化

を
考

え
る
。
し
か

し
、
2
,0
0
0
m
の

滑
走

路
で
は

最
大

機
材

が
中

型
機

(B
7
6
7
)で

あ
り
、
大

型
機

材
の

就
航
が
不
可
能
な
た
め
、
旅
客
の
多
い
８
月
～
１
１
月
を
中
心
に
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
旅
客
が
発
生
し
、
そ
の
客
は
鉄
道
等

を
利

用
せ

ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

【
便
益
計

測
】

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
旅
客
を
対
象
に
、
w
it
h
ケ
ー
ス
に
対
す
る
時
間
便
益
・
費
用
損
出
を
計
測
す
る
。

７
．
事

業
効

果
の
発

現
状

況
（
１
）
利

用
者

便
益

の
計

測
(
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
ﾌ
ﾛ
ｰ
)
(
1
/
2
)

オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
便

益
の

考
え
方

10



年
月

便
用
機

材
航

空
会

社
区
間

平
成
２２

年
１１

月
　

B7
47

-4
00

全
日
空

成
田
－
米

子
－

徳
島

－
ハ
ワ
イ
－

米
子

－
徳

島

平
成
２３

年
９月

　
A3

30
-2
00

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
航
空

米
子
－

岡
山

－
ス
イ
ス
－
岡
山

－
米

子

大
型

機
の

就
航

実
績

（チ
ャ
ー

タ
ー
便

）


羽

田
便

は
、
背

後
圏

の
観

光
が

好
調

で
あ
る
こ
と
等

を
背

景
に
、
今

後
も
旅

客
需

要
の

増
大

し
、
大

型
機

材
の

就
航

が
見

込

ま
れ

る
。


国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
、
大
型
機
材
が
就
航
し
て
お
り
、
今
後
も
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。

７
．
事

業
効

果
の
発

現
状

況
（
１
）
利

用
者

便
益

の
計

測
(
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
ﾌ
ﾛ
ｰ
)
(
2
/
2
)

オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
便

益
の

発
現

状
況

ハ
ワ

イ
へ

の
チ

ャ
ー

タ
ー

便
（

平
成

2
2
年

1
1
月

）
大

型
機

材
（

B
7
4
7
-
4
0
0
）

平
成
２
５
年
度

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
合

計

A
：

各
月

の
羽

田
便

の
全

数
2
9
7

3
1
0

3
0
0

3
1
0

3
1
0

2
9
5

3
6
6

3
6
0

3
6
8

3
6
8

3
1
3

3
7
1

3
,9

6
8

B
：

ほ
ぼ

満
席

と
な

っ
た

便
数

3
9

1
1
1

6
5

5
8

1
5
1

1
1
5

1
6
2

2
1
4

9
1

3
5

1
8

4
7

1
,1

0
6

B
/
A

：
割

合
1
3
%

3
6
%

2
2
%

1
9
%

4
9
%

3
9
%

4
4
%

5
9
%

2
5
%

1
0
%

6
%

1
3
%

2
8
%

《
美

保
空

港
の

混
雑

具
合

》
８
月

～
１
１
月

は
混

雑
度

が
高

く
、
特

に
１
１
月

は
６
割

の
便

が
ほ

ぼ
満

席
で
あ
っ
た
。

《
大

型
機

の
就

航
実

績
》

11




積
雪
時
は
、
航
空
機
が
着
陸
（
離
陸
）
す
る
際
に
滑
り
や
す
く
な
り
、
着
陸
時
の

制
動

距
離

が
通

常
よ
り
長

く
な
る
が

、
旅

客
数

や
貨

物
搭

載
量

が
少

な
い
場

合
は

、
必

要
な
制

動
距

離
も
短

く
な
る
た
め
着

陸
可

能
な
ケ
ー
ス
も
生

じ
る
。


こ
の

よ
う
な
こ
と
か

ら
、
滑

走
路

の
延

長
別

、
路

面
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
別

、
航

空
機
材
別
に
旅
客
の
搭
乗
可
能
人
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

●
通
常
時

0m
50
0m

1,
00
0m

1,
50
0m

2,
00
0m

2,
50
0m

滑
⾛
路

必
要
滑
⾛
路
⻑
＜
2,
00
0m

●
積
雪
時

0m
50
0m

1,
00
0m

1,
50
0m

2,
00
0m

2,
50
0m

滑
⾛
路

７
．
事

業
効

果
の
発

現
状

況
（
２
）
利

用
者

便
益

の
計

測
(
重

量
規

制
緩

和
）

積
雪
時
期
：
12

月
～

３
月

【
便
益
計

測
】

w
it
h
o
u
tケ

ー
ス
に
お
い
て
、
欠
航
便
に
搭
乗
予
定
で
あ
っ
た
旅
客
は
、
鉄
道
を
利
用
し
て
移
動
す
る
も
の
と
し
、
w
it
h
ケ
ー

ス
に
対
す
る
時
間
便
益
・
費
用
損
出
を
計
測
す
る
。
（
年
平
均
積
雪
日
数
５
．
８
日
）

重
量

規
制

緩
和

便
益

の
発

現
状

況


積

雪
時

に
お
け
る
必

要
な
制

動
距

離
が

確
保

さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
欠

航
が

抑
制

さ
れ

冬
期

の
安

定
運

航
が

確
保

さ
れ

た
。

鳥
取

県
の
H
Pよ

り
～

米
子

鬼
太

郎
空

港
～

＜
冬

季
の

安
定

運
航

＞
毎

年
、
雪

に
よ
る
欠

航
が

発
生

し
て
い
ま
す
が

、
滑

走
路

延
長

に
よ
り
平

成
２
１
年

度
（
Ｈ
２
１
．
１
２
～

Ｈ
２
２
．
２
）
の

雪
に
よ
る
欠

航
が

ゼ
ロ
と
な
る
な

ど
安

全
性

が
向

上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
気

象
状

況
に
よ
っ
て
は

、
旅

客
数

や
貨

物
量

な
ど
の

制
限

が
発

生
し
て
い
ま
し
た
が

、
滑

走
路

延
長

に
よ
り
、
制

限
が

緩
和

さ
れ

ま
し
た
。

重
量

規
制

緩
和

に
よ
る
便

益
の

考
え
方

就
航

機
材

：
B
7
6
7
-
3
0
0

重
量

規
制

の
発

現
状

況

（
滑
走
路
長
　
2
,5
0
0
m
）

重
量
規
制
を
行
う
こ
と
な
く
、
着
陸
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

制
約
な
し
→
欠

航
便

な
し

※
重
量
規
制
を
行
う
こ
と
な
く
、
美
保
飛
行
場
を
利
用

（
滑
走
路
長
　
2
,0
0
0
m
）

積
雪
時
の
す
べ
て
の
路
面
状
況
に
お
い
て
、

１
便
あ
た
り
の
搭
乗
者
数
が
、
重
量
規
制
に
よ
る
搭
乗
可
能
人
数
を
上
回
る
場
合
→
全

便
欠

航
※
重
量
規
制
に
よ
り
搭
乗
予
定
で
あ
っ
た
当
該
航
空
機
は
欠
航
し
、
代
替
交
通
機
関
を
利
用
。

w
it
h
ケ

ー
ス

w
it
h
o
u
tケ

ー
ス
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供
給

者
便

益

●
航

空
機

燃
料

税
収

入

オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
た
旅

客
に
よ
る
収

入
＝
1
.1
円
/
人
・
km

（
原
単
位
）
×
（
評
価
期
間
中
の
）
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
ﾌ
ﾛ
ｰ
旅
客
数
(人

）
÷
2
（
着
陸
）
×
航
行
距
離
（
km

）

重
量

規
制

緩
和

に
よ
る
収

入
＝
1
.1
円
/
人
・
km

（
原
単
位
）
×
（
評
価
期
間
中
の
）
改
善
対
象
旅
客
数
（
着
陸
）
×
航
行
距
離
（
km

）

利
用
者
は
航
空
運
賃
を
航
空
企
業
に
支
払
っ
て
い
る
が
、
航
空
会
社
は
こ
の
旅
客
収
入
の
中
か
ら
、
空
港
管

理
者
に
着
陸
料
等
を
、
国
に
航
空
機
燃
料
税
を
支
払
っ
て
い
る
。
航
空
機
燃
料
税
は
、
一
部
は
譲
与
税
と
し
て
国

か
ら
空
港
関
係
自
治
体
に
譲
与
さ
れ
る
。
残
り
は
、
一
般
会
計
か
ら
空
港
整
備
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
。
本
事

業
に
よ
る
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は
、
供
給
者
便
益
を
生
む
為
、
着
陸
料
等
収
入
、
航
空
機
燃
料
税
収
入
に
よ

る
供
給
者
便
益
を
計
上
す
る
。

７
．
事

業
効

果
の
発

現
状

況
（
３
）
供

給
者

便
益

の
計

測

●
着

陸
料

等
収

入

オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
た
旅

客
に
よ
る
着

陸
料

等
収

入
＝

（
評
価
期
間
中
の
）
発
生
月
の
日
数
×
大
型
機
の
便
数
×
着
陸
料
の
差
分

重
量

規
制

緩
和

に
よ
る
着

陸
料

等
収

入
＝

（
評
価
期
間
中
の
）
積
雪
日
数

※
×
便
数
×
着
陸
料

※
積
雪
日
数
は
、
平
成
2
1
年
度
～
平
成
2
5
年
度
に
お
け
る
中
型
機
材
（
B
7
6
7
-
3
0
0
）
が
、
欠
航
す
る
条
件
と
な
る
日
数
で
、
平
均
値
5
.8
日
／
年
を
計
上
し
て
い
る
。
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維
持

・
補

修
費

の
計

測
（
供

給
者

便
益

に
て
マ
イ
ナ
ス
計

上
）

残
存

価
値

の
計

測

建
設

費
等

（
費

用
）
の

計
測

改
良

・
再

投
資

費

７
．
事

業
効

果
の
発

現
状

況
（
４
）
維
持
･
補
修
費
、
建
設
費
等
（
費
用
）
、
残

存
価

値
の
計

測

建
設

費
事

業
主

体
区

分
中

国
地

方
整

備
局

6
,0
8
4

土
木
工
事

6
,0
6
4

照
明
工
事

2
0

大
阪

航
空

局
6
9
5

土
木
工
事

1
3
5

無
線
工
事

1
3
4

照
明
工
事

4
2
6

中
四

国
防

衛
局

（
支

出
委

任
）

1
,5
2
8

土
木
工
事

7
8
5

無
線
工
事

1
2
3

照
明
工
事

5
8
5

気
象
工
事

3
6

合
計

8
,3
0
7

※
端
数
に
よ
り
合
計
は
一
致
し
な
い
。

単
位
：
百

万
円

延
長

部
の

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
打

替
1
回

/
5
0
年

・
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗

装
打

替
2
回

/
5
0
年

の
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

延
長
部
の

・
路

面
清

掃
費

1
2
回

/
年

・
除

草
費

2
回

/
年

・
航

空
灯

火
電

気
使

用
料

金
1
2
ヶ
月

/
年

を
計
上
し
て
い
る
。

施
設

の
評

価
期

間
が

終
了

し
た
時

点
で
、
施

設
用

地
及

び
施

設
・
整

備
が

有
す
る
残

存
価

値
を
便

益
と
し
て
計

測
す
る
。
「
基

本
的

な
計

測
方

法
」
と
し
て
、
評

価
期

間
終

了
時

に
発

生
す
る
純

便
益
を
計
測
す
る
。
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８
．
航

空
利
用
促
進
の
取
組


支

援
制

度
国

内
鳥

取
県

内
国

内
便

エ
ア

サ
ポ

ー
ト

支
援

制
度

海
外

国
際

チ
ャ

ー
タ

ー
便

支
援

制
度

「
よ

う
こ

そ
鳥

取
県

」
（

補
助

金
交

付
）


ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

羽
田

空
港

、
就

航
先

イ
ベ

ン
ト

、
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル

等
で

の
Ｐ

Ｒ


地
域

振
興

ビ
ジ

ョ
ン

中
海

・
宍

道
湖

・
大

山
圏

域
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
（

圏
域

の
力

を
結

集
）


豊

富
な

観
光

資
源


出

雲
大

社
・

鬼
太

郎
ロ

ー
ド

な
ど

メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
た
話

題
の

提
供

（
蟹

取
県

に
改

名
）

就
航
先
で
の
P
R
イ
ベ
ン
ト

賑
わ

う
出

雲
大

社
の

表
参

道
「
神

門
通

り
」

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

20
年

間
で
20
00

万
人
！

サ
ポ
ー
ト
支
援
制
度
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９
．
費

用
対

効
果

分
析

（
割

引
後

）


便
益
（
B
）
：

「
空
港
整
備
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
V
e
r.
４
」
に
基
づ
き
、

『
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
便
益
』
、
『
重
量
規
制
緩
和
に
よ
る
便
益
』
等

に
つ
い
て
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

整
備

の
有

無
そ
れ

ぞ
れ

に
つ
い
て
推

計
し
算

出


費
用

（
C
）
：

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
整

備
に
か

か
る
総

費
用

事
業

の
投

資
効

果

便
益
（
B
）

利
用

者
便

益
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
便

益
１
２
５
億

円

重
量
規
制
緩
和
に
よ
る
便
益

８
．
５
億
円

供
給
者
便
益

着
陸

料
等

収
入

航
空

機
燃

料
税

等
収

入
１
１
億
円

残
存
価
値

０
．
９
８
億
円

総
便
益

１
４
６
億
円

費
用

（
C
）

総
費
用

１
０
６
億
円

費
用

便
益

費
（
B
／

C
）

１
．
４

前
提
条
件

内
容

基
準
年

平
成
２
６
年

便
益
の
計
測
期
間

供
用
開
始
後
５
０
年
間

現
在
価
値
算
出
の
た
め
の
社
会
的
割
引
率

４
％

適
用

し
た
費

用
便

益
分

析
マ
ニ
ュ
ア
ル

空
港

整
備

事
業

の
費

用
対

効
果

マ
ニ
ュ
ア
ル

V
e
r.
４
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１
０
．
今
後
の
事
後
評
価
の
必
要
性
等

（
１
)今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
性

（
案

）

（
２
)改

善
措

置
の

必
要

性
（
案

）

（
３
)同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性
（
案

）

東
京

（
羽

田
）
路

線
の

需
要

は
、
順

調
に
増

加
し
て
お
り
、
大

型
機

材
の

就
航

が
見

込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
積

雪
時

に
お
け
る
欠

航
も
抑

制
さ
れ

て
い
る
こ
と
や

大
型

機
に
よ
る
国

際
チ
ャ
ー

タ
ー
便

の
就

航
も
実

現
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
は

あ
り
ま
せ

ん
。

滑
走

路
延

長
に
よ
り
、
大

型
機

材
の

導
入

が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
現

状
で
も
混

雑
度

の
高

い
多

客
期

を
中

心
に
大

型
機

材
の

運
用

を
行

う
こ
と
で
航

空
旅

客
需

要
に
応

え
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

ま
た
、
予

測
し
た
航

空
旅

客
需

要
を
確

実
な
も
の

に
す
る
た
め
、
今

後
も
地

元
自

治
体

で
取

り
組

ま
れ

て
い
る
観

光
振

興
等

の
ソ
フ
ト
の

施
策

を
進

め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今

後
の

改
善

措
置
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
行

の
事

業
評

価
手

法
は

本
事

業
を
適

切
に
評

価
し
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
現

時
点

で
の

見
直

し
の

必
要

性
は

あ
り
ま
せ

ん
。
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空
港

ﾀ
ｰ
ﾐﾅ

ﾙ
ﾋ
ﾞﾙ
増

改
築

完
（
H
2
1
.1
2
～

）

屋
根

付
き
歩

道
橋

・
歩

道
ル

ー
フ
で
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
の

ア
ク
セ
ス
が

改
善

J
R
米

子
空

港
駅

（
通

称
：
べ

と
べ

と
さ
ん
駅

）

●
米
子
空
港
周
辺

・
Ｊ
Ｒ
米

子
空

港
駅

（
愛

称
名

：
べ

と
べ

と
さ
ん
駅

）
が

、
H
20
.6
.1
5に

開
業
。

・
内

外
連

絡
通

路
・
歩

道
ル

ー
フ
で
、
空

港
ビ
ル

へ
の

ア
ク
セ
ス
が

改
善

。

●
境
港

・
賑

わ
う
鬼

太
郎

ロ
ー
ド

（
観

光
客

は
、
誕

生
し
て
20

年
間
で
20
00

万
人
超
え
！
）

・
Ｊ
Ｒ
境

線
（
鬼

太
郎

列
車

）

●
出

雲
大

社
・
縁

結
び
の

神
様

出
雲

大
社

と
表

参
道

（
神

門
通

り
）

１
１
．
参

考
資

料
（
美

保
飛

行
場

周
辺

状
況

）
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美保飛行場滑走路延長事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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参考資料１

その他

＜第三者委員会の意見・反映内容＞

担当課長名

中国地方整備局

大阪航空局

B:総便益
(億円)

対応方針 対応なし。

対応方針理由 十分な事業の投資効果があると判断されたため。

事業実施によ
る環境の変化

特になし。

今後の事後評
価の必要性

東京（羽田）路線の需要は、順調に増加しており、大型機材の就航が見込まれます。　また、積雪時における欠航も抑制されていることや大型機による国際チャーター便の
就航も実現していることから、今後の事後評価の必要はありません。

事業の効果の
発現状況

本事業の実施により、羽田便は、背後圏の観光が好調であること等を背景に、今後も旅客需要の増大し、大型機材の就航が見込まれる。国際チャーター便は、大型機材
が就航しており、今後も利用が見込まれる。積雪時における必要な制動距離が確保されたことにより、欠航が抑制され冬期の安定運航が確保された。

改善措置の必
要性

滑走路延長により、大型機材の導入が可能となっており、現状でも混雑度の高い多客期を中心に大型機材の運用を行うことで航空旅客需要に応えることが可能です。
また、予測した航空旅客需要を確実なものにするため、今後も地元自治体で取り組まれている観光振興等のソフトの施策を進めていることから、今後の改善措置の必要
はありません。

同種事業の計
画・調査のあ
り方や事業評
価手法の見直
しの必要性

現行の事業評価手法は本事業を適切に評価していると考えており、現時点での見直しの必要性はありません。

社会経済情勢
等の変化

美保飛行場には、平成26年11月末現在、国内線３路線(羽田5便/日・那覇1便/日・神戸2便/日)、国際線１路線(ソウル3便/週)が就航している。旅客数は、東日本大震災
があった平成２３年度は、全国的に観光の自粛ムードがあり、４３万人（羽田便４０万人）であったが、空港背後圏において「出雲大社の平成大遷宮」や妖怪をテーマとした
「水木しげるロード」などの観光が好調であり、旅客数が著しく増加し、平成２５年度は、６４万人（羽田便５４万人）となった。また、羽田便の年間搭乗率は、７３．３％となっ
ており、近傍の出雲空港の羽田便も７７．４％と高い搭乗率であった。

B-C 40
EIRR
（％）

目的・必要性

＜解決すべき課題・背景＞
　羽田発着枠の制限の下、将来旅客需要の増大に対応するべく、機材の大型化（B777)による効率的な旅客輸送、冬期積雪時における欠航を抑制することを目的に滑走
路の延長を行った。

＜達成すべき目標＞
・大型機材が就航できることによる効率的な航空輸送の実現
・積雪時の着陸における必要滑走路長が確保されることによる欠航防止

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化
・施策目標：航空交通ネットワークを強化する

146 C:総費用(億円) 106 全体B/C 1.4 6.1

費用対効果分
析の算定基礎
となった要因
の変化

総事業費　採択時 ８８億円 → 事業完了時 １０６億円
事業期間　採択時 平成１３年度～平成２０年度 → 事業完了時 平成１３年度～平成２１年度
本評価の対象需要　採択時 ５５．０万人/年（平成２５年度） → 事業完了時 ５４．４万人/年（平成２５年度）

事業全体の投
資効率性

基準年度 平成26年度

総事業費（億
円）

採択時 115 完了時

事業期間 事業採択 平成１３年度 完了 平成２１年度

83

実施箇所 鳥取県米子市および境港市

該当基準 事業完了後、一定期間（５年以内）が経過した事業

主な事業の諸
元

滑走路を２,０００ｍから２,５００ｍへ延長を行う。

事業名
（箇所名）

美保飛行場滑走路延長事業

中国地方整備局港湾空港部
港湾空港整備・補償課
（課長：服部俊朗） 事業

主体大阪航空局空港部
空港企画調整課
（課長：坂尾　義美）
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参
考
資
料
２

美
保
飛
行
場
滑
走
路
延
長
事
業

費
用

便
益

分
析

シ
ー

ト
（

割
引

前
）

費
用

便
益

分
析

シ
ー

ト
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割
引

後
）

E
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=

6
.1
%

B
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C
=

3
9
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円
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/
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=
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参
考
資
料
３

美
保
飛
行
場

滑
走
路
延
長
事
業

費
用

便
益

の
概

要

便
益

項
目

区
分

単
位

備
考

単
位

単
位

利
用

者
便

益

旅
客

の
旅

行
時

間
の

短
縮

及
び
費

用
の

低
減

（
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
便

益
・
重

量
規

制
緩

和
に
よ
る
便

益
）

3
,3
0
3

円
／
時

計
測

方
法

に
つ
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は
、
「
空

港
整

備
事
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用

対
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果
マ
ニ
ュ

ア
ル
V
e
r.
4
」
を
参
照
。
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2
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人
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/
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者
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空
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等
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・
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空

機
燃
料
税
等
収
入
）

－
－

－
－

－
0
.9
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/
年

＊
便

益
（
代

表
年

）
に
つ
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て
は

最
大

便
益

を
得

る
年

度
（
平

成
３
４
年

度
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の

数
値

（
割

引
前

）
を
表

示
し
て
い
る
。
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用
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用
項

目
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の

対
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（
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年
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、
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補

修
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、
改
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・
再

投
資

費

滑
走

路
、
誘

導
路

、
エ
プ
ロ
ン
、
照

明
施

設
、
無

線
施

設
、
用

地

単
位
当
り
の
便
益

原
単
位
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　　　　　　　　　　 参考資料４

美保飛行場滑走路延長事業

（１）建設費 単位：億円(税込み)
事業主体

区分
分類

中国地方整備局 60.8
土木工事 60.6
照明工事 0.2

大阪航空局 7.0
土木工事 1.4
無線工事 1.3
照明工事 4.3

中四国防衛局（支出委任） 15.3
土木工事 7.9
無線工事 1.2
照明工事 5.9
気象工事 0.4

83.1

（２）維持補修費　 単位：億円(税込み)

累計額

1.57

（３）改良・再投資費　 単位：億円(税込み)

累計額

4.61

累計額

項目

改良・再投資費

合　　計

維持補修費
（供給者便益にてマイナス計上）

項目
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